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（1）

小
稿
の
筆
者
は
、
前
に
「
中
世
に
お
け
る
『
こ
と
な
り
』
『
も
の
な
り
』
表
現
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
考
を
発
表
し
、
中
世
に
お
け
る
判
断
表

現
「
こ
と
な
り
」
「
も
の
な
り
」
の
使
用
状
況
を
概
観
し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
、
特
に
注
目
さ
れ
た
の
は
、
正
法
眼
蔵
、
蓮
如
和
文
等
の
教

義
書
に
は
「
も
の
な
り
」
が
多
く
、
「
こ
と
な
り
」
は
き
わ
め
て
少
い
、
一
方
、
神
竜
正
統
記
、
愚
管
抄
等
の
史
論
に
お
い
て
は
、
殆
ど
が
「
こ

と
な
り
」
で
あ
っ
て
、
「
も
の
な
り
」
は
僅
か
で
あ
る
と
い
う
事
実
で
あ
l
る
。
小
稿
に
お
い
て
塗
　
こ
れ
ら
の
う
ち
で
も
特
に
、
教
義
書
に
「
も

の
な
り
」
の
多
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
上
記
二
書
に
限
っ
て
の
、
い
わ
ば
特
異
な
現
象
な
の
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
平
安
時
代
初
期
に
ま

で
遡
っ
て
調
べ
て
み
よ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。

「
も
の
な
り
」
表
現
の
系
譜
に
つ
い
て
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第
一
節
　
平
安
時
代
の
仏
書
訓
点
資
料

平
安
時
代
加
点
の
仏
書
訓
点
資
料
の
う
ち
、
訓
読
文
の
公
刊
き
れ
て
い
る
も
の
に
拠
っ
て
、
「
も
の
な
り
」
「
こ
と
な
り
」
の
使
用
度
数
を
調

（2）

ベ
、
そ
れ
を
二
覧
表
に
し
て
み
る
と
次
の
如
く
な
る
。

法 法 南 大 興 龍 西 地 聖 小 成 西

資
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疏 賛

〕
内 記 九妙 不 経 分 経 長 金

長 提 法 長 慈 法 空 元 律四 五 光
保 祐 伝 寛 恩 蓮 屑 慶 巻 分 年 明
点

＿

古
点

古
点

点

＿

専
一＿

華
経

索 七 四 律 点
．

最

－ ‾

面
法
師
伝
古
点

＿

貰
点

＿

神
呪
心
経
寛
徳
点

年
点

＿

十
六
破
僧
掟
皮
盲
点

古
点

．．

勝
王
経
平
安
初
期
点

四
＿
一 l

二
五
＿

旦

ー

四

‾

四

‾

－

‾

五

‾

九

丁
の
な
り三 三二 二 九

‾
六
＿

ニ

－

】 ー －

ー ‾

一

‾

五

‾

五

ー

・一

二

三

丁
の
ぞ

旦九
＿

旦 三
二
五
＿

五
＿

‾

三

‾

五
＿

‾

九
＿

‾

六
＿

‾
六
〇

‾
四
〇

㌃

計
‾

∵九
＿

‾

一四
＿

‾

四
＿

‾ －

－

l

ニ

ー

ー

－

－

ー － ‾‾

二

‾‾

二

〒
受

り

－
三

ー － － ー 丁
と
ぞ

‾九 ‾七

‾

四

ー －

一

ー ‾ ー ー ‾

二

‾

二

丁

計



①
西
大
寺
本
金
光
明
最
勝
王
経
平
安
初
期
点

l
〔
於
〕
菩
提
に
離
（
る
1
）
モ
ノ
に
し
て
い
は
ば
、
菩
提
に
な
る
心
も
亦
不
可
得
な
る
モ
ノ
か
。
菩
提
と
い
ふ
者
は
言
説
す
可
（
き
）
薗
l
月
山

（
あ
ら
）
ず
〔
不
〕
。
心
も
亦
色
も
無
ク
相
も
無
ク
、
事
業
も
有
（
る
）
こ
と
無
し
。
造
作
す
可
（
き
）
モ
ノ
に
も
非
ヌ

を
モ
チ
テ
、
衆
生
も
亦

不
可
得
ス
。
亦
知
す
可
（
き
）
　
モ
ノ
に
も
あ
ら
ヌ

〔
不
〕
モ
ノ
か
。
（
巻
四
、
最
浄
地
陀
羅
尼
品
第
六
、
六
〇
頁
7
行
）

2
時
に
樹
神
有
（
り
）
て
、
半
身
を
示
現
す
。
是
（
の
）
如
キ
語
を
作
豆
ク
＝
善
哉
善
哉
。
」
と
い
ひ
、
「
善
男
子
、
汝
は
実
義
有
（
り
）

て
流
水
と
盈
二
づ
け
）
ラ
レ
た
る
可
の
増
加
〔
者
〕
。
此
の
魚
を
可
恕
み
て
、
其
に
水
を
与
フ
応
し
。
」
と
い
ひ
（
巻
九
、
長
者
子
流
水
品
算
廿
五
、

一
七
九
4
）

3
所
有
ル
仏
を
礼
讃
す
る
功
徳
と
、
深
キ
心
清
浄
な
る
と
瑠
稜
顛
キ
に
、
廻
向
し
発
願
す
る
福
の
無
辺
な
る
と
を
モ
チ
テ
は
、
当
に
悪
趣
を
六

十
劫
超
す
る
モ
ー
・
引
。
若
有
ル
男
子
（
に
ま
）
レ
及
女
子
（
に
ま
）
レ
、
婆
羅
門
等
の
諸
の
勝
族
に
マ
レ
の
掌
を
合
せ
心
を
一
に
て
仏
を
讃
歎

（
し
）
た
て
ま
つ
る
い
は
、
生
に
生
に
常
に
宿
世
の
事
を
憶
す
る
可
引
。
願
を
モ
チ
テ
〔
於
〕
未
来
の
所
生
の
処
に
は
常
に
人
天
に
共
に
賠

仰
（
せ
ら
）
ル
＼
こ
と
得
ル
ヨ
り
。
《
中
略
》
百
千
の
仏
の
所
に
善
根
を
種
（
ゑ
）
た
る
ヒ
ト
い
、
方
に
斯
の
俄
悔
の
法
を
ば
聞
（
く
）
こ
と

得
ル
モ
ノ
ゾ
。
」
ト
い
ひ
き
。
（
巻
二
、
夢
見
憾
悔
品
第
四
、
四
一
1
～
5
）

4
世
尊
、
若
所
在
の
処
に
是
（
の
）
如
キ
金
光
明
王
政
妙
経
典
を
講
べ
説
か
ば
、
〔
於
〕
其
の
国
土
に
四
種
の
利
益
有
ル
ベ
カ
リ
ケ
リ
。
何
者
四

と
為
る
こ
と
と
な
ら
ば

一
者
国
王
は
軍
衆
強
（
く
）
盛
に
し
て
、
諸
の
怨
敵
無
．
（
け
）
む
。
（
巷
二
、
分
別
三
身
品
第
三
、
≡
空

5
我
レ
今
彼
の
尊
者
を
讃
歎
（
せ
）
む
こ
と
、
∴
皆
往
昔
の
仙
人
の
説
の
如
ク
せ
む
。
吉
祥
な
る
こ
と
成
就
し
心
安
隠
な
り
。
聡
明
と
漸
悦
あ
り

と
も
名
聞
有
ル
コ
ト
と
あ
り
。

（
巻
七
、
大
弁
才
天
女
晶
第
十
五
、
二
二
七
望

「
も
の
な
り
」
七
例
の
う
ち
二
例
は
、
「
者
」
の
訓
読
、
他
は
読
添
え
で
あ
る
。
会
話
文
に
お
け
る
「
も
の
ぞ
」
を
も
含
め
る
こ
と
と
す
る
。

②
成
実
論
天
長
五
年
点

6
是
（
く
の
）
如
く
業
不
善
の
報
に
従
（
ひ
）
て
異
1
報
生
（
す
）
こ
と
有
り
。
荒
記
に
従
（
ひ
）
て
報
生
（
す
）
軌
の
叫
嘲
（
あ
ら
）
不
。
（
竿
一
、

「
も
の
な
り
」
表
現
の
系
譜
に
つ
い
て
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盤
業
品
第
百
三
、
三
頁
下
段
1
5
行
）

7
又
但
心
を
発
（
す
）
と
き
に
能
（
く
）
他
を
損
益
す
る
引
功
咄
咄
（
あ
ら
）
不
。
飢
渇
の
衆
生
に
は
要
（
ず
）
飲
食
を
濱
（
む
）
心
業
い
能

（
く
）
除
す
る
封
の
咄
咄
（
あ
ら
）
非
（
る
）
如
く
又
世
潤
の
人
は
衰
と
利
と
大
に
甚
し
。
（
埴
十
二
、
三
業
経
書
第
百
十
九
、
五
五
4
1
6
）

8
是
れ
垢
心
の
修
集
す
る
を
則
（
ち
）
名
（
づ
け
）
て
使
と
為
。
但
垢
心
の
生
ず
る
時
の
み
を
使
と
名
（
づ
く
る
）
討
叫
刷
罪
（
ず
）
。
（
巻
十

三
、
習
諦
衆
中
煩
悩
論
初
煩
悩
相
晶
第
百
二
十
一
、
六
八
聖

9
諸
知
は
縁
荒
キ
を
以
〈
ち
）
て
〔
而
〕
生
（
る
）
引
功
咄
咄
（
あ
ら
）
不
。
物
を
知
（
る
）
を
以
（
ち
）
て
の
故
に
知
（
と
）
名
（
づ
く
）
。
（
巻
十

六
、
破
五
品
第
百
四
十
六
、
二
八
1
8
）

1
0
又
行
者
は
念
を
竿
（
す
）
べ
し
。
我
瞑
惹
（
を
）
起
せ
ば
自
（
ら
）
果
報
を
受
（
く
）
ベ
シ
。
飴
人
の
受
（
く
）
べ
き
軸
の
時
期
（
ず
）
。
故
（
に
）

傾
（
ら
）
不
（
し
）
て
〔
而
〕
慈
心
を
修
（
す
）
応
（
し
）
。
（
巻
十
八
、
四
莞
量
定
品
第
百
五
十
九
、
二
九
6
）

1
1
智
慧
の
水
を
以
（
ち
）
て
濠
（
き
）
て
然
（
あ
り
）
て
後
に
▼
〔
乃
〕
食
（
す
）
ベ
シ
。
但
永
遠
の
み
を
〔
便
〕
名
（
づ
け
）
て
浄
と
為
引
叫
叫
咄

非
（
ず
）
。
（
巻
二
十
一
、
尊
覚
品
欝
百
八
十
三
、
七
五
下
4
）

す

1
2
猶
し
鳥
雀
は
要
（
す
）
卵
を
抱
（
く
）
こ
一
と
を
須
（
ゐ
）
願
を
以
（
ち
）
て
の
故
に
禽
〔
従
〕
殻
よ
り
出
（
づ
る
）
叫
の
叫
刷
（
あ
ら
）
不
と
い
は

む
か
如
く
。
又
願
を
以
（
ち
）
て
の
故
に
灯
明
清
浄
（
な
る
）
引
叫
叫
咄
（
あ
ら
）
不
。
（
巻
二
十
二
、
修
定
晶
第
百
八
十
八
、
二
六
上
1
5
讐

1
3
又
須
戸
産
経
（
の
）
中
に
説
か
く
、
法
住
智
を
先
に
し
泥
直
智
を
後
に
す
と
い
へ
り
。
是
の
義
は
必
（
ず
）
先
に
禅
を
得
て
〔
而
〕
後
に
漏
尽

（
す
る
）

も
の
（
に
）
も
（
あ
ら
）
不
。
（
巻
二
十
三
、
三
慧
品
第
百
九
十
四
、
五
〇
聖

1
4
若
（
し
）
無
明
無
く
は
五
陰
の
中
に
一
〔
於
〕
妄
（
り
）
て
人
有
り
と
計
し
〔
及
〕
瓦
石
の
中
に
金
と
い
ふ
憩
を
生
（
す
）
こ
と
を
（
ば
二
者
〕
名

せ（
け
）
て
何
（
に
あ
る
）
等
キ
も
の
と
か
為
む
。
故
（
に
）
知
（
る
）
邪
分
別
の
性
を
為
無
明
（
と
）
名
（
け
）
て
明
無
キ
が
故
に
無
明
と
名
（
く

る
）
こ
と
に
非
（
ず
）
〔
也
〕
。
（
巻
十
三
、
無
明
品
第
百
二
十
七
、
七
真
空

．1
5
又
仏
の
十
カ
は
皆
〔
是
〕
薗
性
な
り
。
故
知
、
智
慧
を
し
（
て
）
実
に
第
一
義
を
嫁
す
る
こ
と
を
為
す
封
。
（
華
〓
⊥
一
、
道
諦
衆
智



論
申
智
相
品
算
百
八
十
九
、
二
九
上
8
）

「
も
の
な
り
」
五
九
例
の
う
ち
、
一
例
は
「
者
」
の
訓
読
、
他
は
読
添
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
本
資
料
の
際
立
っ
た
特
徴
と
し
て
、
殆
ん
ど

が
「
も
の
に
あ
ら
ず
」
「
こ
と
に
あ
ら
ず
」
の
如
く
否
定
表
現
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
得
る
。

⑨
小
川
本
願
経
四
分
律
古
点

描
若
髄
（
く
し
）
ツ
ベ
キ
引
戯
二
な
ら
）
ば
、
汝
往
盲
）
て
〔
之
〕
治
（
し
）
た
て
ま
つ
る
可
（
し
）
。
（
甲
巻
㊨
・
蔓

宣
言
（
は
く
）
、
「
若
豊
・
小
鉢
（
を
）
・
次
鉢
を
以
て
〔
す
る
こ
と
〕
受
（
く
る
）
こ
と
聴
す
。
鍵
盗
と
い
ふ
は
〔
者
〕
、
小
鉢
に
入
ル
引
窒
l
。

小
鉢
と
い
ふ
は
〔
者
〕
、
次
鉢
に
入
ル
引
裏
。
次
鉢
と
い
ふ
は
〔
者
）
、
大
鉢
に
入
ル
も
l
鋤
功
。
（
甲
巻
⑭
・
認
）

す

す

　

　

　

　

す

す

1
8
長
者
但
し
前
ミ
行
ケ
。
前
ミ
行
（
き
）
て
ば
、
利
益
有
ラ
ム
ユ
判
明
習
（
乙
巻
⑧
・
望

④
聖
語
蔵
四
分
律
巻
四
十
六
破
僧
線
度
盲
点

1
9
善
行
王
子
、
若
（
し
）
安
隠
に
還
り
至
ル
も
の
に
し
ア
ラは
、
当
に
汝
等
の
宝
を
は
奪
（
は
む
）
叫
の
そ
l
。
（
≡
○
頁
1
2
行
）

2
0
若
（
し
）
我
れ
真
誠
に
し
て
虚
（
な
る
）
こ
と
元
キ
も
の
ナ
ラバ
著
〕
限
当
に
平
復
に
し
て
故
の
如
く
（
あ
ら
）
し
め
タ
マ
へ
。
（
三
四
望

完
人
と
語
（
り
て
）
言
（
は
く
）
「
知
（
る
）
ヤ
不
ヤ
。
我
ガ
家
児
荒
し
。
若
（
し
）
汝
等
能
（
く
）
我
が
家
に
生
（
れ
む
と
）
求
願
せ
ば
〔
者
〕

命
終
（
し
て
）
便
（
ち
）
生
〈
ま
る
る
）
こ
と
得
（
む
）
引
到
。
（
三
〇
七
2
）

「
も
の
な
り
」
四
例
の
う
ち
一
例
は
「
者
」
の
訓
読
、
他
は
読
添
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

⑤
地
蔵
十
輪
経
元
慶
七
年
点

㌶
時
に
羅
刹
（
の
）
子
其
の
母
に
白
（
し
て
）
日
さ
ク
、
人
の
血
－
肉
は
甘
ク
誉
強
力
ナ
引
。
母
（
に
）
我
が
食
せ
む
（
と
）
い
ふ
（
。
と
を
）

ま
う

聴
（
し
）
た
ま
奄
（
と
）
い
ふ
（
こ
と
を
）
廠
フ
。
（
巻
四
、
五
依
行
品
第
三
之
二
、
二
四
一
行
）

誉
疋
（
の
）
如
き
補
特
伽
羅
は
、
三
宝
を
信
敬
す
る
聖
戒
（
？
）
・
力
の
故
に
、
九
十
五
の
諸
の
外
道
の
衆
に
勝
（
れ
）
た
る
こ
と
、
多
し
百
千
倍

な
官
。
速
に
能
（
く
）
般
捏
磐
城
に
入
ル
ベ
キ
モ
ノ
ニ

「
も
の
な
り
」
表
現
の
系
譜
に
つ
い
て

ハ
非
ズ
。

転
輪
聖
王
（
も
）
尚
し
及
（
ぶ
）
こ
と
能
（
は
）
不
。
（
巻
五
、
有
依
行
品
第

一
三
七
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四
之
一
、
三
九
三
）

2
4
四
根
本
の
罪
を
随
（
ひ
）
て
一
ツ
モ
〔
も
〕
犯
（
し
）
ツ
ル
ヒ
ト
ハ
、
清
衆
に
〔
所
〕
棄
テ
ラ
ル
（
る
）
こ
と
海
の
屍
の
如
し
と
の
た
ま
ひ
し

可
の
勇
。
（
巻
五
、
有
依
行
品
第
四
之
一
、
二
五
〇
）

「
も
の
な
り
」
四
例
の
う
ち
二
例
は
「
者
」
の
訓
読
、
他
は
読
添
え
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

⑥
西
大
寺
本
不
空
羅
索
神
呪
心
経
寛
徳
点

ヒ

ラ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

の

　

　

　

ム

ネ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ウ

2
5
蔵
二
三
を
啓
ク
と
雌
（
と
も
）
其
レ
能
ク
応
通
し
て
糸
給
を
法
界
に
動
植
す
る
老
成
ク
立
の
旨
を
用
取
す
る
と
き
（
は
）
〔
則
〕
薪
の
語
に
帰
往
す

る
も
の
な
り
　
〔
也
〕
　
（
一
一
行
）

「
も
の
な
り
」
二
例
の
う
ち
一
例
は
「
者
」
の
訓
読
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

⑦
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
古
点

．

　

　

　

－

　

　

　

一

を

も

2
6
窮
子
父
か
豪
貴
尊
厳
な
る
を
見
て
、
是
（
れ
）
国
王
な
ぞ
、
若
（
し
）
は
是
（
れ
）
王
と
等
（
し
き
）
も
の
な
ぞ
と
謂
（
ひ
）
て
驚
怖
（
し
）
て

自
（
ら
）
惟
（
し
ふ
）
　
ラ
ク
（
巻
二
、
㊨
1
7
）

（
こ
）

2
7
仏
の
為
れ
諸
法
の
王
た
る
か
如
（
く
）
、
此
（
の
）
経
も
亦
復
（
た
）
是
（
く
の
）
如
（
し
）
。
諸
経
の
中
の
王
た
冤
宿
王
華
、
此
の
経
は
能

も
の

（
く
）
一
切
衆
生
を
救
（
ふ
）
者
な
す
。
（
巻
七
、
⑲
2

是
也

2
8
諸
の
善
男
子
、
各
（
の
）
諦
（
か
）
に
恩
惟
せ
よ
。
此
（
れ
）
は
、
為
れ
難
き
司
な
l
到
。
．
大
願
を
発
（
す
）
宜
（
し
）
。
（
巻
四
、
⑳
空

「
も
の
な
り
」
五
例
の
う
ち
四
例
は
「
者
」
の
訓
読
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
七
種
の
仏
典
を
通
覧
し
た
限
り
に
お
い
て
は
、
「
こ
と
な
り
」
は
殆
ど
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
に
対
し
て
、
「
も
の
な
り
」
の
優
勢

は
明
ら
か
な
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
且
、
上
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
「
も
の
な
り
」
が
、
多
く
読
添
え
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か

ら
、
そ
の
表
現
は
、
日
本
語
と
し
て
の
自
然
な
表
現
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。



⑧
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点

ヨ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

の

2
9
東
都
ノ
白
馬
。
西
明
ノ
草
堂
自
リ
モ
伝
訳
ノ
〔
之
〕
盛
ナ
ル
コ
ト
、
拒
力
同
日
ニ
シ
テ
〔
而
〕
言
フ
可
キ
者
ナ
ラ
ム
〔
也
〕
。
（
巻
七
、
二
八
五

行
）

ホ
カ

3
0
渾
元
（
ヲ
）
推
シ
テ
〔
而
〕
知
（
ル
）
コ
ト
莫
（
ク
）
、
陰
陽
ヲ
窮
（
メ
）
テ
〔
而
〕
測
（
ラ
）
不
、
豊
（
ニ
）
象
繋
（
ノ
）
〔
之
〕
表
（
ニ
）
聞
（
カ
）

サ
キ
（
（
一
一
）
）

ム
ヤ
、
猶
（
シ
）
八
正
（
ノ
＝
之
〕
門
ヲ
開
（
キ
）
、
形
器
（
ノ
）
〔
之
〕
先
　
更
（
ニ
）
智
（
ノ
〓
之
〕
教
ヲ
弘
ム
ル
朝
刊
到
ム
ヤ
〔
也
〕
。
（
巻

八
、
二
）

タ

、

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

マ

コ

）

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

コ

　

コ

ウ

聖
且
（
ニ
）
直
秋
（
ノ
）
〔
之
〕
気
為
（
ル
ー
ト
）
、
良
　
二
歎
ヲ
増
（
ス
）
ノ
ミ
ナ
ラ
ム
ヤ
〔
臭
〕
、
寧
口
惟
レ
孔
父
之
情
（
ナ
ラ
ム
ヤ
）
、
嘗
（
テ
）

サ

ン

　

　

ヤ

　

　

　

　

　

　

ィ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

．

　

　

．

．

†

小

ロ

．

．

．

、

　

．

　

二

、

．

′

　

上

．

．

へ

．

　

リ

1

・

・

・

・

・

l

r

l

l

l

l

l

l

「

食
二
臨
（
ミ
テ
）
捻
ヲ
軽
メ
、
⑥
寝
ヌ
ル
ニ
当
（
リ
）
テ
〔
而
〕
驚
力
不
ハ
（
ア
ラ
）
未
（
ル
）
所
以
ノ
者
（
ナ
リ
二
億
〕
。
⑨
所
以
（
ニ
）
未
タ

ヤ

　

　

　

　

　

　

（

ア

）

た

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ス

嘗
て
食
に
臨
（
ミ
）
て
捻
（
ヲ
）
綴
メ
、
寝
ヌ
ル
ニ
当
嘗
（
テ
）
〔
而
〕
驚
（
カ
）
不
ハ
ア
ラ
〔
未
〕
る
剖
l
利
男
。
（
巻
九
、
三
八
二
、
⑥
承
徳
三

年
墨
点
◎
同
朱
点
）（

（
（
オ
モ
）
ヒ
）
）

架
キ
テ
〔
而
〕
ィ
禦
顎
の
裂
〕
（
巻
九
、
四
三
六
、
承
徳
三
年
失
点
）

ス

平
也

3
3
玄
英
力
本
土
ノ
見
人
ナ
リ
、
聖
賢
（
ノ
）
〔
之
〕
徳
ヲ
懐
（
キ
）
テ
能
（
ク
）
百
姓
ノ
為
二
兇
ヲ
除
キ
暴
ヲ
努
（
ケ
）
ク
リ
、
群
生
ヲ
覆
ヒ
潤
ス

朝
刊
引
。
（
巻
五
、
九
九
）

「
も
の
な
り
」
二
五
例
の
す
べ
て
が
「
者
」
の
訓
読
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

⑨
大
唐
西
城
記
長
寛
元
年
点

ハ

ヤ

　

　

　

　

　

ヵ

ナ

3
4
誠
に
宜
（
し
）
ク
我
を
以
（
て
）
疾
ク
王
の
命
に
応
へ
、
高
1
論
（
し
）
て
勝
（
つ
こ
と
）
を
得
テ
ハ
、
斯
（
れ
）
霊
祐
ナ
ラ
ム
〔
也
〕
。
徽
－
議

堕
チ
負
ク
ル
可
の
可
到
バ
乃
チ
椎
l
歯
ナ
レ
ハ
ト
オ
モ
ハ
ム
〔
也
〕
。
（
巻
五
、
四
四
九
）

「
も
の
な
り
」
二
例
の
う
ち
一
例
は
「
者
」
の
訓
読
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

3
2
聖
主
（
ノ
）
〔
之
〕
懐 ロ

　

　

　

　

　

　

　

ッ

ク

　

　

　

ス

（

（

カ

ネ

）

）

真
（
ヲ
）
窮
メ
俗
ヲ
啓
シ
、
有
ヲ
緑
　
へ
無
ヲ
該
（
ネ
）
タ
ル
コ
ト
ハ
義
軒
ヲ
超
（
エ
）
テ
〔
而
〕
更
に
高
ク
曹
馬
（
ニ
）

バ
モ
）
ヒ
）
）

「
も
の
な
り
」
表
現
の
系
譜
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

⑲
届
海
寄
帰
内
法
伝
盲
点

き

　

キ

　

ト

モ

　

　

　

タ

ヤ

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

み

3
5
西
国
に
は
柳
の
樹
全
ら
稀
し
。
訳
－
者
軌
ク
新
の
号
を
伝
ふ
へ
ケ
ム
。
仏
の
歯
－
木
の
樹
（
は
）
、
実
に
楊
柳
に
非
（
す
）
。
那
爛
陀
寺
に
自

マ

ノ

ア

グ

み

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

の

（
ら
）
の
目
に
親
り
観
た
官
。
既
（
に
）
信
を
他
－
閏
に
〔
於
〕
取
ち
不
る
者
な
鷲
（
券
二
⑲
・
2

ワ

ツ

ヲ

ヒ

3
6
夫
（
れ
）
飲
食
（
の
〓
之
〕
　
累
、
乃
（
ち
）
是
（
れ
）
常
（
に
）
須
（
ゐ
）
別
封
鋤
増
す
。
（
券
二
⑯
・
4
）

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ハ

一

7

3
7
唯
（
た
）
平
準
衣
は
、
寒
－
冬
に
暫
く
著
ル
。
本
製
に
非
（
す
）
と
知
れ
。
命
の
為
に
権
ク
開
す
。
車
に
池
を
置
け
鷲
内
に
恵
を
生
す

キ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヨ

こ
と
厚
き
か
如
し
。
必
（
す
）
其
（
れ
）
著
不
る
は
、
極
（
め
）
て
是
（
れ
）
佳
キ
苛
。
（
巻
二
㊥
・
竺

（
お
）
の
（
つ
か
）

3
8
然
も
、
五
】
天
の
法
俗
、
歯
木
を
囁
（
む
）
こ
と
自
　
（
ら
）
是
（
れ
）
恒
の
苛
。
．
（
巻
一
⑲
・
望

諏
二
三
升
受
く
耶
り
せ
よ
。
欝
は
無
用
に
成
る
。
新
の
〔
之
〕
二
（
つ
）
の
穴
よ
雪
恐
（
る
ら
）
く
は
虫
．
塵
ダ
ム
引
功
句
。
（
巻
尋

2
4
）

「
も
の
な
り
」
三
例
の
う
ち
二
例
は
「
者
」
の
訓
読
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

大
慈
鳳
寺
三
蔵
法
師
古
点
に
つ
い
て
は
、
「
も
の
な
り
」
が
多
く
認
め
ら
れ
る
反
面
、
「
こ
と
な
り
」
は
全
く
見
ら
れ
な
い
点
で
注
目
さ
れ
る
。

「
コ
ト
」
の
読
添
え
の
事
例
は
、
文
字
ど
お
り
枚
挙
に
蓮
な
い
が
、
「
コ
ト
ナ
リ
」
は
一
例
も
見
当
ら
な
い
。
本
資
料
に
は
、
「
者
」
が
人
物
を
表

す
例
の
多
い
こ
と
が
一
特
徴
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
く
紀
行
で
は
あ
る
が
南
海
寄
帰
内
法
伝
古
点
に
は
、
「
も
の
な
り
」
と
「
こ
と

な
り
」
と
が
同
数
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
経
典
に
比
し
て
複
雑
な
事
情
の
存
在
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。

「
も
の
な
り
」
の
多
用
さ
れ
た
経
典
に
対
し
て
、
際
立
っ
た
対
照
を
見
せ
て
「
こ
と
な
り
」
の
多
用
さ
れ
て
い
る
も
の
に
、
次
の
注
釈
書
が
あ

る
。⑪

法
華
経
玄
賛
淳
祐
古
点

（
る
）

4
0
其
の
能
所
詮
の
性
（
は
）
又
各
（
エ
別
（
な
）
レ
ど
も
智
に
因
（
り
）
て
顕
（
は
）
サ
る
為
「
二
子
托
し
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
今
は
根
本
に
従
（
ひ
）

（す）

て
　
（
の
）
故
に
、
智
慧
（
を
）
モ
テ
性
と
為
　
（
と
）

い
ふ
こ
と
（
な
り
）
．
。
（
準
二
、
一
〇
〇
行
）



4
1
此
が
三
が
〔
之
〕
中
に
初
の
は
外
道
に
共
（
に
）
せ
る
を
い
ふ
。
次
の
は
、
二
乗
に
共
（
に
）
せ
る
（
を
）
い
ふ
。
後
の
は
唯
（
し
）
菩
薩
（
を
）

の
み
（
い
ふ
）
な
ぞ
。
初
の
二
（
は
）
安
楽
（
を
い
ふ
）
な
ぞ
。
後
の
一
は
利
益
（
を
い
ふ
）
な
驚
異
を
感
ず
る
q
d
瑚
到
。
（
巻
三
、
三
七
〇
）

4
2
経
所
以
者
何
至
即
能
敬
信
、
費
目
此
は
聞
（
く
）
に
堪
（
ふ
と
）
い
ふ
こ
～
に
、
三
の
因
有
（
り
）
。
二
に
は
）
良
縁
と
遇
（
ひ
）
て
、
曽
〈
し
）

仏
を
見
シ
と
い
ふ
こ
と
（
な
り
）
。

（
巻
三
、
八
三
八
）

4
3
此
（
の
）
意
に
二
有
（
り
）
。
二
は
）
仏
の
、
二
乗
の
権
に
住
（
み
）
て
実
に
感
度
（
せ
）
未
と
説
（
き
た
ま
ひ
）
シ
こ
と
（
な
り
）
。
（
巻
六
、
四
〇
八
）

4
4
額
の
音
は
苦
骨
反
、
三
蒼
に
は
頭
の
禿
に
（
し
）
て
毛
（
の
）
充
（
き
）
こ
l
・
剖
d
通
俗
文
と
切
故
と
に
は
白
（
く
し
）
て
禿
す
る
d
d
ゾ
〔
也
〕
。

巻
六
、
六
五
八
）

4
5
此
の
城
の
車
に
四
種
の
悪
法
を
〔
之
〕
任
持
せ
る
所
有
者
。
二
（
は
）
是
（
れ
）
在
家
の
起
（
せ
る
）
引
d
咄
到
。
謂
（
は
く
）
貪
と
〔
興
〕
暁

と
竃
。
二
は
是
（
れ
）
外
道
の
起
（
せ
る
）
封
の
咄
到
。
謂
（
は
く
）
怪
と
〔
興
〕
覆
と
な
驚
（
巷
六
、
三
〇
）

ナ
（
が
）

4
6
亦
雅
に
は
椎
は
鼻
を
仰
（
ぎ
）
て
〔
而
〕
尾
を
長
（
く
す
る
）
引
功
ゾ
l
（
と
）
い
奄
官
。
（
璧
ハ
、
六
六
）

⑩
法
華
義
疏
長
保
四
年
点

す

那
三
瑞
は
並
（
び
）
に
是
〈
れ
）
、
能
化
の
割
増
翠
故
に
一
類
と
為
す
！
二
（
の
）
親
－
瑞
は
是
（
れ
）
所
化
の
割
瑚
割
。
復
、
l
類
と
為
。
（
序

品
末
、
八
三
〇
行
）

4
8
縁
覚
乗
を
ば
竺
と
為
、
声
聞
乗
を
ば
第
三
と
為
。
故
に
充
有
飴
乗
若
二
若
三
と
言
ふ
。
問
、
何
（
の
）
故
（
に
か
）
然
〈
な
り
と
）
い
ふ
こ

と
を
知
（
る
）
。
答
　
数
の
〔
之
〕
次
第
は
謂
（
は
く
）
一
二
三
と
い
ふ
d
l
q
瑚
判
。
（
方
便
品
末
、
二
四
）

亜
安
慰
と
い
ふ
は
、
其
の
実
徳
を
隠
し
て
、
貪
の
楽
（
し
む
）
所
（
の
）
法
を
以
て
、
衆
生
を
皮
す
。
此
は
是
（
れ
）
忍
苦
の
〔
之
〕
劃
な
l
可
1

（
方
便
品
末
、
七
一
九
）

5
0
但
、
上
根
の
〔
之
〕
人
は
法
説
を
聞
（
き
）
て
巳
に
解
す
。
響
喩
を
待
（
つ
）
こ
と
荒
し
。
故
（
に
）
捏
盤
経
（
に
）
云
（
は
く
）
、
利
根
の
人

の
為
に
、
大
乗
の
九
部
を
説
ク
。
〔
於
〕
肇
喩
を
略
せ
ぞ
（
と
）
い
あ
壷
㌔
即
（
ち
）
其
の
事
l
」
到
均
〔
也
〕
。
（
馨
喩
品
初
、
七
）

「
も
の
な
り
」
表
現
の
系
譜
に
つ
い
て
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時
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二

田

二

5
1
己
発
心
の
者
は
、
即
（
ち
）
、
増
長
す
る
こ
と
得
。
直
往
の
〔
之
〕
人
、
是
（
れ
）
な
冒
〔
也
〕
。
巳
に
増
長
せ
る
者
は
、
則
便
（
ち
）
、
成
熟

す
。
八
生
あ
窄
て
、
仏
を
得
（
る
）
苛
〔
也
〕
。
（
序
晶
末
、
六
三
七
）

法
華
経
玄
費
に
お
い
て
は
、
「
こ
と
な
り
」
の
う
ち
二
例
は
「
事
」
の
訓
読
、
「
も
の
ぞ
」
の
う
ち
三
例
は
「
者
」
の
訓
読
、
そ
の
は
か
は
読
添

ぇ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
本
資
料
は
、
中
田
祝
夫
博
士
と
大
坪
併
治
博
士
と
で
訳
文
に
相
異
が
あ
る
よ
う
で
あ
っ
て
、
大
坪
博
士
の
訳
文

（3）

に
依
れ
ば
、
「
こ
と
ぞ
」
　
の
事
例
が
な
お
数
例
増
え
る
よ
う
で
あ
る
。

又
、
法
華
経
義
流
に
お
い
て
は
、
「
こ
と
な
り
」
の
殆
ど
が
丁
の
こ
と
な
り
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
こ
と
な
り
」
が
多
用
さ
れ
る
の
は
、

注
釈
類
の
文
体
上
の
一
特
徴
と
言
え
よ
う
か
。

上
に
述
べ
た
、
経
典
に
「
も
の
な
り
」
が
多
用
さ
れ
る
と
い
う
文
体
上
の
傾
向
は
、
中
世
に
も
引
続
き
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
管
見
に
よ
る

次
の
僅
か
四
点
の
み
で
は
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
も
「
も
の
な
り
」
は
認
め
ら
れ
る
が
、
「
こ
と
な
り
」
は
見
当
ら
な
い
。

（4）

⑲
興
福
寺
本
往
生
要
集

5
2
カ
ノ
国
土
長
遠
ノ
時
剋
ヲ
へ
テ
無
生
法
忍
ヲ
サ
ト
ル
ナ
リ
。
シ
カ
モ
カ
レ
ニ
約
シ
テ
即
悟
ト
ナ
ッ
ク
ル
ナ
リ
。
コ
レ
ニ
ノ
ソ
ム
レ
ハ
ス
ナ
ハ

チ
億
千
歳
ナ
リ
。
ア
ル
イ
ハ
上
々
ノ
ヒ
ト
ハ
カ
ナ
ラ
ス
コ
レ
方
便
ノ
後
心
ノ
行
円
満
ス
ル
滅
刀
刃
叫
へ
シ
。
（
三
二
六
頁
7
行
）

ト
テ

㍊
曹
域
医
王
モ
ロ
〈
ノ
ク
ス
リ
ヲ
合
集
シ
テ
モ
テ
英
軍
ヲ
取
童
子
ノ
カ
タ
チ
ヲ
ツ
ク
レ
リ
端
正
殊
妙
ナ
ル
コ
ト
ヨ
ノ
希
有
ナ
ル
可
4
刃
男
。

（
三
五
七
1
1
）

原
漢
文
と
照
応
さ
せ
て
み
る
の
に
、
「
も
の
な
り
」
六
例
の
う
ち
四
例
は
「
者
」
の
訓
読
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

⑳
往
生
院
本
選
択
本
願
念
仏
集

テ

ハ

　

一

－

　

ニ

ス

ナ

ー

　

　

ホ

メ

タ

マ

ハ

ヲ

イ

テ

　

　

　

　

　

ス

　

モ

ノ

ナ

リ

　

　

　

　

　

　

　

一

－

一

事

フ

ム

テ

　

サ

ン

　

タ

ン

ス

ヲ

芸

テ

　

へ

キ

　

　

　

ス

　

モ

ノ

ナ

リ

5
4
今
於
二
諸
行
畜
既
拾
　
而
不
二
歎
一
置
而
不
三
可
二
論
畜
　
也
唯
就
二
念
仏
二
打
謹
選
　
而
讃
1
歎
思
　
而
容
分
－
別
一
着
　
也
。
（
念
仏
利

益
之
文
、
八
二
頁
6
7
行
）



⑲
金
剛
頂
寺
蔵
大
日
経

ナ

シ

テ

　

　

ノ

　

　

ヲ

　

ロ

　

フ

　

グ

　

　

シ

テ

　

　

　

シ

エ

ス

シ

テ

　

セ

　

　

　

シ

　

　

ノ

一

1

シ

テ

ハ

ナ

レ

　

ヲ

タ

ッ

チ

　

　

　

ス

ル

　

　

　

　

（

モ

）

ノ

ナ

リ

5
5
作
衆
生
義
利
南
及
喜
周
遍
照
－
明
恒
不
断
衰
－
恕
広
大
身
　
離
障
無
　
量
等
存
於
悲
行
衰
　
〈
巻
七
、
空

ケ

　

　

ト

　

ノ

ノ

　

ト

ヲ

　

ノ

　

ノ

一

ニ

　

ノ

　

　

　

　

ノ

シ

タ

マ

フ

　

ヲ

（

モ

）

ノ

ナ

り

5
6
左
置
こ
執
金
剛
勤
勇
諸
巻
属
読
後
華
台
中
広
－
大
菩
薩
衆
一
生
補
処
等
餞
益
　
衆
生
壷
　
（
巻
七
、
2

⑲
伝
後
伏
見
院
鹿
翰
仮
名
書
き
観
無
量
寿
経

5
7
あ
み
た
仏
は
こ
ゝ
を
さ
り
給
ふ
事
と
を
か
ら
す
。
な
ん
ち
、
い
ま
ゝ
さ
に
恩
ひ
を
か
け
て
、
あ
き
ら
か
に
か
の
国
を
観
す
へ
し
。
浄
業
、
成

す
る
引
功
咄
引
。
（
璧

5
8
衆
生
、
問
錯
し
て
い
ろ
の
な
か
に
す
く
れ
た
る
叫
の
l
瑚
引
。
こ
の
も
ろ
7
～
の
宝
樹
、
行
々
あ
ひ
あ
た
り
、
葉
々
あ
ひ
っ
け
り
。
（
聖

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
し
て
、
平
安
時
代
初
期
以
来
、
同
時
代
を
通
じ
て
、
仏
教
経
典
に
「
も
の
な
り
」
表
現
の
流
れ
を
辿
り
得
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

第
二
節
　
本
邦
祖
師
に
よ
る
教
義
害

中
世
に
入
る
と
、
い
わ
ゆ
る
新
仏
教
の
祖
師
連
の
遺
文
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
法
然
、
親
鸞
、
日
蓮
の
遺
文
や
言
行

録
に
よ
っ
て
、
前
節
に
述
べ
た
文
体
上
の
特
徴
の
行
方
を
探
っ
て
み
る
こ
と
と
し
た
い
。

（5）

ま
ず
、
法
然
の
西
方
指
南
抄
を
見
よ
う
。

（6）

井
上
親
雄
氏
の
論
文
「
西
方
指
南
抄
に
お
け
る
助
動
詞
－
『
蓋
と
『
け
り
』
1
」
に
よ
れ
ば
、
西
方
指
南
抄
は
、
そ
の
内
容
上
、
〔
甲
類
〕
法
然
聖

人
の
こ
と
ば
、
〔
乙
類
〕
法
然
聖
人
に
関
す
る
こ
と
を
他
の
人
が
述
べ
た
こ
と
ば
、
〔
丙
類
〕
文
章
に
つ
い
て
の
注
記
・
項
目
考
〔
丁
類
〕
法
然

聖
人
以
外
の
人
の
言
行
、
以
上
四
類
に
分
か
つ
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
る
。

そ
こ
で
、
「
も
の
な
り
」
「
こ
と
な
り
」
の
用
い
ら
れ
て
い
る
文
章
を
、
井
上
氏
の
分
類
に
そ
れ
ぞ
れ
当
て
は
め
て
み
る
と
、
次
の
如
く
な
る
。

挙
例
は
数
例
ず
つ
に
止
め
る
。

「
も
の
な
り
」
表
現
の
系
譜
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

∧
モ
ノ
ナ
リ
＞

〔
甲
類
〕シ

ュ

ア

ク

ヲ

シ

テ

ケ

カ

ス

　

　

タ

ノ

ケ

ウ

モ

ン

ヲ

ア

ク

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

　

ノ

バ

ナ

ハ

タ

シ

キ

コ

ト

ナ

キ

　

ス

キ

ク

ル

コ

ト

コ

レ

ニ

モ

ノ

ナ

リ

A
O
衆
悪
　
汚
二
弥
陀
教
文
】
揚
二
師
匠
之
悪
名
】
不
善
之
甚
　
　
事
一
遍
　
之
一
者
　
（
三
九
八
頁
）

○
サ
レ
ハ
、
サ
ヤ
ウ
ニ
妄
語
ヲ
、
タ
ク
ミ
テ
、
申
候
覧
人
ハ
、
カ
ヘ
リ
テ
、
ア
ハ
レ
ム
へ
キ
可
の
刃
男
（
九
〇
一
）

○
モ
シ
バ
、
ソ
シ
リ
、
モ
シ
バ
、
信
セ
サ
ラ
ム
モ
ノ
ヲ
ハ
、
ヒ
サ
シ
ク
、
地
獄
こ
、
ア
リ
テ
、
マ
タ
、
地
獄
へ
、
カ
ヘ
ル
へ
キ
可
月
刊
引

下
、
ヨ
ク
！
＼
コ
、
ロ
エ
テ
　
（
九
〓
ハ
）

B
O
シ
カ
レ
ハ
、
ス
ナ
ワ
チ
、
サ
ヤ
ウ
ニ
、
ヒ
カ
コ
ト
、
申
候
ラ
ム
人
オ
ハ
、
カ
ヘ
リ
テ
、
ア
ハ
レ
ミ
、
タ
マ
フ
へ
キ
薗
l
月
也
（
四
七
八
）

○
念
仏
ニ
ア
ラ
ス
ハ
、
極
楽
ニ
ム
マ
ル
、
へ
カ
ラ
サ
ル
男
刃
引
（
五
四
〇
）

ケ

○
マ
タ
、
ウ
タ
カ
フ
ラ
ク
ハ
、
天
魔
披
旬
ノ
、
タ
メ
こ
、
精
進
ノ
気
ヲ
、
ウ
ハ
ワ
ル
、
、
ト
モ
カ
ラ
ノ
、
モ
ロ
！
～
ノ
、
往
生
ノ
人
ヲ
、
サ

マ
タ
ケ
ム
ト
、
ス
ル
ナ
リ
、
ア
ヤ
シ
ム
ヘ
シ
、
フ
カ
ク
、
オ
ソ
ル
へ
キ
可
の
也
（
六
六
八
）

C
O
浄
土
宗
ノ
祖
師
、
マ
タ
、
次
第
こ
、
相
承
セ
リ
、
コ
レ
ニ
ヨ
テ
、
イ
マ
相
伝
シ
テ
、
浄
土
宗
ト
、
ナ
ッ
ク
ル
可
月
刊
男
（
五
〇
）

○
大
慈
大
悲
ノ
誓
願
モ
、
寿
命
ノ
天
皇
ナ
ル
こ
、
ア
ラ
ワ
ル
、
、
可
の
列
引
（
二
八
）

シ
ユ

〇
四
こ
、
同
線
ノ
伴
ヲ
ウ
ヤ
マ
フ
ト
イ
フ
ハ
、
オ
ナ
シ
ク
、
業
ヲ
、
修
ス
ル
可
月
刊
引
（
八
七
六
）

＜

コ

ト

ナ

リ

＞

〔
甲
類
〕

A
O
サ
テ
ハ
、
ク
ツ
ネ
、
オ
ホ
セ
ラ
レ
テ
候
、
コ
ト
、
モ
ハ
、
御
フ
ミ
、
ナ
ト
ニ
テ
、
タ
ヤ
ス
ク
、
申
、

ヒ
ラ
ク
へ
キ
、
コ
ト
ニ
テ
モ
、
侯
ハ

ス
　
（
五
六
三
）

シ

ヤ

ウ

キ

ヤ

ウ

　

　

シ

ユ

○
善
導
和
尚
ヲ
、
フ
カ
ク
、
信
シ
テ
、
浄
土
宗
ニ
イ
ラ
ム
人
ハ
、
一
向
こ
、
正
行
ヲ
、
修
ス

へ
シ
ト
申
事
ニ
テ
コ
ソ
候
へ
　
（
六
〇
八
）

○
ヨ
カ
レ
、
ア
シ
カ
レ
、
人
ノ
ウ
エ
ノ
、
善
悪
ヲ
、
オ
モ
ヒ
、
イ
レ
ヌ
カ
、

ヨ
ヰ
コ
ト
ニ
テ
侯
也
（
六
一
六
）



B
O
念
仏
往
生
こ
、
ウ
タ
カ
ヒ
ヲ
ナ
シ
、
不
審
ヲ
、
オ
コ
サ
ム
人
ハ
、
イ
フ
カ
ヒ
ナ
キ
、
コ
ト
ニ
テ
コ
ソ
、
候
ハ
メ
（
四
七
九
）

○
往
生
ハ
、
一
定
セ
サ
セ
、
オ
ハ
シ
マ
ス
へ
キ
、
コ
ト
ニ
テ
コ
ソ
候
へ
　
（
六
四
三
）

○
カ
ナ
ラ
ス
、
引
摂
シ
タ
マ
フ
、
天
上
ノ
、
功
徳
ナ
リ
ト
、
信
シ
テ
、
一
期
不
退
こ
、
行
ス
へ
キ
也
、
文
証
、
オ
ホ
シ
ト
、
イ
ヱ
ト
モ
、
コ

レ
ヲ
、
イ
タ
ス
こ
、
オ
ヨ
ハ
ス
、
イ
フ
ニ
タ
ラ
サ
ル
朝
刊
引
（
六
六
三
）

C
O
マ
タ
、
．
智
光
ノ
受
陀
羅
ト
テ
、
世
間
二
流
布
シ
タ
ル
、
本
尊
ア
リ
、
ソ
ノ
因
縁
ハ
、
人
ツ
ネ
ニ
シ
リ
タ
ル
河
口
利
男
、
ツ
フ
サ
こ
、
マ
フ

ス
へ
カ
ブ
ス
　
ゴ
一
四
）

シ
キ

○
因
ト
果
ト
、
郁
朗
ス
ル
到
月
刊
呵
人
1
食
ハ
、
ス
ナ
ワ
チ
、
命
ヲ
ツ
ク
カ
ユ
へ
こ
、
食
ヲ
ア
タ
フ
ル
ハ
、
ス
ナ
ワ
チ
、
命
ヲ
、
ア
タ
フ
ル

ナ
リ
　
（
一
二
三
）

タ

一

一

ン

○
タ
ト
エ
バ
、
今
生
ニ
モ
、
主
君
ニ
、
ツ
カ
へ
、
人
ヲ
、
ア
ヒ
タ
ノ
ム
、
、
、
、
チ
、
他
人
三
　
コ
、
ロ
サ
シ
ヲ
、
ワ
ク
ル
ト
、
一
向
こ
、
ア
ヒ

タ
ノ
ム
ト
、
ヒ
ト
シ
カ
ラ
サ
ル
事
都
側
（
七
四
一
）

〔
乙
類
〕

A
O
ア
ナ
カ
チ
こ
、
ヒ
ラ
キ
、
ミ
タ
マ
フ
コ
ト
、
コ
ソ
、
ア
ヤ
シ
キ
可
月
刊
男
ト
、
イ
ヒ
テ
ノ
チ
、
ホ
ト
ナ
ク
、
カ
ホ
ノ
イ
ロ
モ
、
ニ
ワ
カ
ニ

変
シ
テ
（
三
三
一
）

ハ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

サ

フ

ラ

B
O
ト
ナ
リ
ノ
房
ノ
、
人
キ
ク
リ
テ
、
．
イ
フ
ヤ
ウ
、
聖
人
ノ
葬
送
三
マ
イ
リ
ア
ハ
ヌ
コ
ト
ノ
、
ヰ
コ
ム
こ
、
候
へ
ト
モ
、
オ
ナ
シ
可
自
ナ
l
男

（
三
五
八
）
・

〔
丁
類
〕ソ

モ

く

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

イ

フ

○
抑
阿
弥
陀
仏
ノ
本
職
ト
云
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
笥
ト
云
ニ
（
四
九
九
）

シ

ヤ

ウ

モ

チ

　

　

　

　

　

ヰ

チ

シ

ヤ

ウ

○
モ
ト
ノ
、
ネ
カ
ヒ
ト
云
ハ
法
蔵
菩
薩
ノ
、
昔
、
常
没
ノ
衆
生
ヲ
、
二
戸
ノ
、
称
名
ノ
チ
カ
ラ
ヲ
、
モ
テ
、
称
シ
テ
ム
、
衆
生
ヲ
、
我
国

シ
ヤ
ウ

こ
、
生
セ
シ
メ
ム
ト
、
云
到
り
嘲
、
．
カ
ル
カ
ユ
へ
こ
、
本
願
ト
、
イ
フ
ナ
リ
（
五
〇
〇
）

「
も
の
な
り
」
表
現
の
系
譜
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ユ

　

　

　

　

タ

イ

　

　

　

　

　

　

ツ

ネ

　

コ

L

r

O
用
ヲ
モ
テ
、
鉢
ト
モ
、
云
事
、
常
ノ
事
ナ
リ
（
五
〇
九
）

「
も
の
な
り
」
に
つ
い
て
は
、
井
上
氏
が
分
類
を
留
保
さ
れ
た
三
例
を
除
い
て
、
す
べ
て
甲
類
に
属
す
る
。
こ
れ
を
細
分
す
れ
ば
、
㈲
法
然
聖

人
作
成
の
文
章
に
見
ら
れ
る
例
が
四
例
、
㈲
法
然
聖
人
作
成
の
文
章
か
と
見
ら
れ
る
例
が
四
例
、
似
法
然
聖
人
の
法
語
又
は
人
と
の
問
答
な
ど
を

記
録
し
た
も
の
の
例
が
十
二
例
と
な
る
。

他
方
「
こ
と
な
り
」
は
、
甲
類
、
乙
輿
丁
類
の
い
ず
れ
に
も
、
そ
の
事
例
が
認
め
ら
れ
る
。

（7）

第
二
に
、
親
蟹
の
数
行
信
託
を
見
る
こ
と
載
し
た
い
。
坂
東
本
数
行
信
託
の
「
も
の
な
り
」
全
六
例
を
次
に
掲
げ
よ
う
。

ノ

　

　

チ

ノ

　

ヲ

ル

カ

ト

一

一

ケ

ム

コ

ト

　

　

シ

テ

　

　

　

ヲ

ル

　

　

　

一

（

モ

）

ノ

ナ

リ

○
是
菩
薩
以
二
此
諸
法
嘉
豪
義
元
三
有
二
過
撃
転
三
於
二
世
間
道
入
二
出
世
上
道
一
者
　
（
文
二
三
九
）
聖
＜
十
住
枇
婆
沙
論
＞
）

ノ
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
パ
ケ
タ
シ
エ
ン
反
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
反
司
l

O
此
荒
量
寿
経
優
姿
提
舎
蓋
上
街
之
極
致
不
退
之
風
航
ナ
ル
者
也
（
文
二
《
四
七
》
5
7
、
＜
往
生
論
註
＞
）

ム
ネ

ノ

ノ

　

　

　

タ

ハ

　

コ

ト

ヲ

ノ

．

一

フ

ト

ハ

　

　

　

　

　

　

ハ

ク

ヒ

　

　

　

　

ヲ

（

モ

）

ノ

ナ

リ

○
如
こ
華
蜜
義
汝
未
三
能
二
解
料
以
故
我
言
二
為
義
一
切
凡
夫
阿
閣
世
者
普
及
一
切
単
五
逆
畜
　
（
文
三
《
三
六
）
聖
＜
北
本
捏
染
経
＞
）

ス

レ

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

　

　

　

セ

ル

　

　

ヲ

（

モ

）

ノ

ナ

リ

○
夫
荒
為
者
非
二
衆
生
一
也
阿
閣
世
者
即
是
具
二
足
煩
悩
等
】
者
　
　
（
文
三
角
一
二
六
》
聖
＜
北
本
捏
盤
経
＞

グ

　

セ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヲ

（

モ

）

ノ

ナ

リ

○
阿
閣
世
者
即
是
一
切
未
三
発
二
阿
蒋
多
羅
三
或
三
菩
提
心
】
者
　
　
（
文
三
《
一
二
七
》
聖
＜
北
本
捏
盤
経
＞
）

タ

マ

ハ

ク

　

　

　

ー

ー

　

テ

　

カ

一

一

　

イ

カ

ン

　

シ

　

テ

　

　

　

　

ナ

ス

　

　

　

ヲ

　

ノ

　

ス

コ

フ

ル

　

リ

ヤ

　

　

　

イ

ナ

ヤ

シ

キ

（

モ

）

ノ

ナ

り

ヤ

　

ヤ

○
仏
章
一
須
菩
提
】
於
二
汝
意
去
何
若
有
二
化
人
t
作
こ
化
人
嘉
化
頗
有
二
実
事
一
不
空
者
　
不
（
文
五
（
六
三
》
璧
＜
観
経
疏
＞
）

六
例
す
べ
て
、
他
の
経
典
等
（
引
用
例
の
下
に
注
記
し
て
あ
る
）
か
ら
の
引
用
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
漢
文
表
現
の
文
末
指
定
辞
「
也
」
に

代
っ
て
用
い
ら
れ
る
「
者
」
を
、
親
鸞
が
モ
ノ
ナ
リ
と
訓
読
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
数
行
信
証
に
は
、
親
鸞
の
い
わ
ゆ
る
自
釈
の
文
章
も
含

ま
れ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
「
も
の
な
り
」
も
「
こ
と
な
り
」
も
見
当
ら
な
い
。

他
方
「
こ
と
な
り
」
は
、
次
に
掲
げ
る
義
注
一
例
を
見
る
の
み
で
あ
る
。

ヲ

ノ

ニ

　

　

セ

ル

　

　

ク

ワ

イ

ネ

ウ

ノ

ヲ

　

一

〇
何
以
故
遠
二
離
一
切
憤
開
法
t
故
（
文
五
《
二
五
）
1
4
9
、
＜
北
本
淫
楽
経
＞
）

イ

ツ

ワ

ル

イ

ツ

ワ

ル

ワ

ロ

キ

コ

ト

ナ

は

リ



（8）

第
三
に
、
日
蓬
の
遺
文
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

ま
ず
日
蓮
教
学
の
中
枢
と
し
て
、
最
も
重
要
視
さ
れ
る
関
目
抄
か
ら
若
干
例
を
掲
げ
よ
う
。

○
啓
曇
が
と
こ
ろ
に
は
衆
悪
を
あ
つ
め
た
り
。
所
謂
、
迦
葉
、
舎
利
弗
、
自
適
、
須
菩
提
等
な
り
。
人
身
を
受
た
る
者
、
忠
孝
を
先
と
す
べ

し
、
彼
等
は
質
量
に
す
か
さ
れ
て
、
父
母
の
教
訓
を
も
用
い
ず
、
家
を
い
で
王
法
の
宣
を
も
そ
む
い
て
山
林
に
い
た
る
。
一
国
に
跡
を
と

ゞ
む
べ
き
者
に
は
あ
ら
ず
。

（
三
六
一
頁
5
行
）

O
「
寛
人
」
者
、
法
財
の
な
き
な
り
。
「
女
人
」
者
、
一
分
の
慈
あ
る
都
側
。
（
四
〇
五
1
0
）

○
法
然
、
智
者
な
ら
ば
、
何
此
の
釈
を
撰
択
に
裁
て
和
会
せ
ざ
る
。
人
の
理
を
か
く
せ
る
苛
。
（
三
九
四
空

○
此
等
聖
僧
は
、
仏
陀
を
除
た
て
ま
つ
り
て
は
人
天
の
眼
目
、
一
切
衆
生
の
導
師
と
こ
そ
を
も
ひ
し
に
、
幾
許
の
人
天
大
会
の
中
に
し
て
、

か
う
度
々
仰
せ
ら
れ
L
は
、
本
意
な
か
り
し
苛
。
（
三
四
〇
9
）

○
花
厳
経
は
一
字
も
万
字
も
但
同
劃
咄
副
べ
し
。
（
三
四
五
5
）

○
阿
含
・
方
等
・
船
若
・
大
日
経
等
は
、
仏
説
な
れ
ば
い
み
じ
き
劃
嘲
れ
ど
も
、
花
厳
経
に
た
い
す
れ
ば
い
う
に
か
い
な
し
。
（
三
四
五
1
1
）

○
今
真
言
の
愚
者
等
、
印
・
真
言
の
あ
る
を
た
の
み
て
、
真
言
宗
は
法
花
経
に
す
ぐ
れ
た
り
と
を
も
ひ
、
慈
覚
大
師
等
の
真
言
勝
た
り
と
を

は
せ
ら
れ
ぬ
れ
ば
、
な
ん
ど
を
も
へ
る
は
、
い
う
に
か
い
な
き
劃
咄
引
。
（
三
八
三
1
）

此
に
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
こ
と
な
り
」
の
事
例
が
多
く
、
「
も
の
な
り
」
三
例
に
対
し
て
「
こ
と
な
り
」
は
八
例
を
数
え
て
い
る
。
こ
れ

は
、
上
述
の
諸
経
典
教
義
書
等
と
著
し
く
異
な
る
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

関
目
抄
に
見
ら
れ
る
、
こ
の
「
も
の
な
り
」
「
こ
と
な
り
」
の
数
的
対
比
は
、
他
の
日
蓮
遺
文
に
お
い
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
に
認
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
っ
て
、
今
、
そ
の
数
値
の
み
を
記
せ
ば
次
の
如
く
な
る
。

「
も
の
な
り
」
表
現
の
系
譜
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

法
花
題
目
抄
＿

撰 下 報 資

料
時 山 恩
抄
＿

抄
＿
抄

一 】 二

ー 丁
の
苛

－

－

ー ー

ー

‾

ニ
＿

㌃
の
ぞ
か
し
＿

四 四 七 七

丁
と
な
り

－ ー

】

‾

－

丁
と
ぞ
か
し

し
か
ら
ば
、
日
蓮
遺
文
は
、
す
べ
て
こ
の
よ
う
に
．
「
こ
と
な
り
」
が
多
い
か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
関
目
抄
よ
り
十
年
早

く
、
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
に
著
さ
れ
た
顕
語
法
抄
に
お
い
て
は
、
逆
に
「
も
の
な
り
」
八
例
、
「
こ
と
な
り
」
四
例
な
の
で
あ
る
。
次
に
若
干

の
事
例
を
引
く
。

○
而
を
善
無
畏
・
金
剛
智
（
中
略
）
達
磨
等
の
、
我
所
立
の
依
経
を
一
代
第
一
と
い
え
る
は
教
を
し
ら
ざ
る
苛
矧
。
（
九
五
頁
5
行
）

○
未
開
会
の
四
意
趣
・
包
悉
桂
と
開
会
の
四
意
趣
・
四
悉
桂
を
同
ぜ
ば
、
あ
に
語
法
に
あ
ら
ず
や
。
此
等
能
し
る
は
教
を
し
れ
る
者
咄
引
。

（
九
六
1
6
）

O
「
一
切
衆
生
は
悉
く
仏
性
あ
り
」
と
の
説
を
聞
き
て
、
上
れ
を
信
ず
と
い
ヘ
ビ
も
、
ま
た
心
を
登
別
の
経
に
寄
す
る
一
類
の
衆
生
を
ば
仏

性
な
き
者
と
云
ふ
な
り
．
。
こ
れ
信
じ
て
し
か
も
信
ぜ
ざ
る
筍
瑚
引
。
（
九
七
望

O
「
願
倒
し
て
義
を
解
る
」
と
は
、
実
経
の
文
を
得
て
権
経
の
義
を
覚
る
蘭
咄
引
。
（
九
八
3
）

○
誘
法
と
者
法
に
背
と
い
う
割
勘
恕
（
九
二
エ

○
観
経
等
の
凡
夫
の
た
め
に
九
品
往
生
な
ん
ど
を
説
れ
た
る
を
、
妄
に
往
生
は
な
き
司
瑚
引
な
ん
ど
押
申
は
、
あ
に
お
そ
ろ
し
き
話
法
の
者

に
あ
ら
ず
や
な
ん
ど
申
は
い
か
に
。
（
八
四
1
8
）

本
抄
は
、
正
接
に
背
く
こ
と
が
い
か
に
罪
重
い
こ
と
で
あ
る
か
を
示
し
、
教
判
の
五
義
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
点
で
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と



は
、
事
新
し
く
言
う
ま
で
も
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
「
も
の
な
り
」
が
顕
詩
法
抄
に
多
く
、
関
目
抄
に
は
少
な
い
の
は
何
故
で
あ
る
か
に
つ

い
て
は
、
今
俄
か
に
は
見
解
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

第
三
節
　
仏
教
歌
謡

以
上
の
二
節
に
お
い
て
は
、
中
古
中
世
の
仏
教
経
典
及
び
祖
師
の
著
述
を
通
し
て
、
そ
こ
に
「
も
の
な
り
」
表
現
の
系
譜
を
見
出
し
て
き
た
よ

う
に
思
う
。

と
こ
ろ
で
、
か
か
る
文
体
的
特
徴
は
、
仏
教
歌
謡
の
教
化
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
、
既
に
武
石
彰
夫
博
士
が
、

教
化
の
語
法
と
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
そ
の
結
語
で
、
「
モ
ノ
コ
ソ
ア
リ
ケ
レ
」
「
コ
ザ
リ
ケ
レ
」
「
コ
ソ
ア
リ
ケ
レ
」
「
マ
シ
マ
ス
タ
ト
カ
リ

（9）

ケ
ル
」
「
ベ
ケ
レ
バ
ヨ
」
「
ナ
レ
バ
ヨ
」
「
モ
ノ
ナ
リ
ケ
レ
」
等
で
、
「
コ
ソ
ア
リ
ケ
レ
」
「
モ
ノ
ナ
リ
ケ
リ
」
の
形
が
多
く
見
ら
れ
る
。

と
説
か
れ
、
又
、
築
島
裕
博
士
が
、

教
化
の
文
で
は
、
対
句
の
表
現
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。
又
「
テ
然
ラ
バ
」
「
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ケ
リ
」
の
や
う
な
類
型
的
表
現
も

（10）

目
に
つ
く
点
で
あ
る
。

と
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
若
干
の
事
例
を
引
い
て
お
く
。

○
題
名
句
／
五
秘
密
ノ
誓
ヲ
憑
、
、
、
テ
／
十
八
会
ノ
経
ヲ
ソ
崇
給
ケ
ル
／
両
部
二
長
シ
給
シ
聖
霊
／
三
明
備
ソ
ナ
へ
給
へ
カ
リ
ケ
ル
／
諷
諦

句
／
華
ノ
鐘
ヲ
鳴
シ
テ
ソ
／
樹
下
ノ
聖
ニ
ハ
祈
ケ
ル
／
露
ト
消
キ
エ
姶
ヒ
シ
聖
霊
／
蓮
ハ
チ
ス
開
給
へ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ケ
リ

（11）

（
『
雑
筆
集
』
〔
仏

陀
〕
巻
所
載
）

○
戒
珠
ハ
諸
敬
二
説
ト
モ
／
大
日
ノ
御
法
ソ
勝
タ
リ
ケ
ル
／
罪
障
ノ
露
ヲ
照
シ
テ
／
易
消
キ
ハ
事
バ
リ
ナ
リ
ケ
リ
／
法
水
ハ
八
宗
二
重
ト

モ
／
写
瓶
ノ
流
ソ
妙
ナ
リ
ケ
ル
／
煩
悩
ノ
塵
ヲ
濯
テ
／
潔
キ
笥
男
列
引
／
一
人
ヨ
リ
始
テ
万
民
／
利
益
普
及
ラ
ム
／
戒
ヲ
受
ル
貴
腐
ノ

ミ
カ
バ
／
六
道
モ
導
ル
へ
キ
モ
ノ
ナ
リ
ケ
リ

「
も
の
な
り
」
表
現
の
系
譜
に
つ
い
て

（
東
寺
濯
頂
表
白
康
治
二
年
、
『
同
右
』
（
液
頂
歎
徳
〕
巻
所
載
）



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇

（
？
）

〇
仏
母
之
妙
典
ヲ
宗
。
ソ
、
諸
仏
ノ
御
子
ヲ
ハ
仰
給
ケ
ル
、
王
子
誕
生
ノ
／
卸
な
ム
願
ヒ
無
疑
カ
ル
ヘ
キ
柳
刃
〓
封
射
／
孔
雀
ノ
警
固
ア
ソ
定
恵
ノ
麺
ニ
ハ
祈
給
ケ

（12）

ル
、
産
生
無
蓋
シ
ト
／
然
ハ
、
羽
ク
、
ミ
奉
り
給
へ
ヰ
可
d
引
刑
引
（
初
夜
表
白
『
高
山
寺
本
表
白
集
』
所
載
）

〔

り

▼

〕

〇
月
触
ノ
御
慎
ハ
田
城
上
皇
ノ
祈
ハ
給
ケ
ル
、
百
年
ノ
宝
算
ヲ
／
持
テ
一
生
平
ニ
マ
シ
マ
ス
へ
キ
吻
剖
刊
列
引
（
孔
雀
経
細
読
経
表
白
『
同
右
』
）

○
寺
ヲ
ハ
石
山
寸
云
、
松
ノ
齢
ヲ
ソ
祈
り
給
ケ
ル
、
千
秋
堅
ク
殖
テ
／
然
ハ
、
子
葉
モ
栄
給
へ
キ
吻
到
り
引
到
り
引
（
三
位
殿
孔
雀
経
御
読
表
白
『
同
右
』
）

教
化
は
、
そ
の
内
容
が
多
様
で
あ
る
が
、
本
来
衆
生
を
啓
蒙
教
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ゆ
え
に
、
他
の
経
典
と

も
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ま
た
、
「
も
の
な
り
」
表
現
の
系
譜
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

結
び
に
代
え
て

福
島
邦
這
氏
は
、
「
サ
ン
ト
ス
の
御
作
業
」
「
ヒ
ィ
デ
ス
の
導
師
（
信
心
録
）
」
「
ス
ピ
リ
ツ
ァ
ル
修
行
」
三
書
に
所
用
の
「
も
の
な
り
」
「
こ
と
な

り
」
を
調
査
さ
れ
て
、
「
も
の
な
り
」
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
を
示
さ
れ
、
「
も
の
な
り
」
は
「
キ
リ
シ
タ
ン
文
学
の
翻
訳
と
亭
受
と
に
か
か
わ
る

（13）

重
要
な
こ
と
ば
に
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

そ
こ
で
も
し
、
「
も
の
な
り
」
の
使
用
が
際
立
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
、
；
の
文
体
的
特
徴
と
し
て
、
仏
教
・
キ
リ
シ
タ
ン
の
経
典
、
教

義
書
に
普
遍
的
に
認
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
経
文
文
体
史
あ
る
い
は
教
義
文
体
史
を
形
成
す
る
一
因
子
と
も
成
り
得
る
で
あ
ろ
う
。
し
か

（14）

し
な
が
ら
、
前
稿
に
述
べ
た
歎
異
抄
や
正
法
眼
蔵
随
聞
記
、
及
び
上
述
の
関
目
抄
等
は
、
「
も
の
な
り
」
よ
り
も
「
こ
と
な
り
」
が
多
い
の
で
あ

る
か
ら
、
こ
の
方
面
に
つ
い
て
更
に
考
察
を
深
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

注
（
1
）
　
『
国
語
史
へ
の
道
』
上
　
（
土
井
先
生
頒
寿
記
念
論
文
集
）
所
収
。

（
2
）
　
底
本
及
び
事
例
の
所
在
（
本
文
に
引
用
し
た
も
の
を
除
く
）
を
記
す
。
資
料
名
は
行
頭
の
番
号
を
以
て
代
え
る
。
①
春
日
政
治
『
票
金
光
明
最
勝
王

経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
、
一
四
摘
、
四
四
4
、
九
一
6
、
一
四
八
㌢
一
九
五
㌢
四
一
7
㌢
四
五
2
0
飢
、
四
八
㌢
五
〇
望
　
五
七
3
、
六
〇
1
2



冥
九
六
m
、
一
三
五
1
5
、
二
ニ
六
望
二
四
〇
9
、
二
四
六
5
、
二
四
七
6
摘
、
一
五
七
誓
一
六
這
、
一
六
三
㌢
一
六
七
相
、
一
七
七
㌢
一
八

九
は
、
一
九
二
3
4
5
、
「
九
三
1
2
㌢
一
九
四
㌢
二
〇
四
1
1
⑧
鈴
木
一
男
「
輩
蔵
成
実
論
巻
十
一
天
長
五
年
点
訳
文
稿
」
（
書
陵
部
紀
要
竺
ハ
号
）

「
鐙
蔵
成
実
論
竿
三
天
長
五
年
点
訳
文
稿
」
（
奈
良
学
芸
大
学
宴
第
四
叢
一
号
）
「
緊
肺
蔵
成
実
論
竿
五
天
長
点
」
（
南
都
仏
教
竺
号
）
癖
蔵
成

実
論
巻
十
六
天
長
五
年
点
」
（
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
節
草
巻
第
三
号
）
「
同
巻
十
八
」
（
奈
良
学
芸
大
学
紀
要
第
喜
巻
算
一
号
）
「
欝
鵬
蔵
成
実
論
巻
二
至
天

長
五
年
点
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
八
時
）
「
成
実
論
巻
二
十
二
天
長
五
年
点
」
（
書
陵
部
紀
要
第
八
号
）
「
成
実
論
肇
〓
⊥
二
天
長
五
年
点
訳
文
稿
」
（
南

都
仏
教
現
二
八
号
）
、
稲
垣
瑞
穂
「
誤
脱
蔵
本
成
実
論
天
長
点
上
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
二
輯
）
「
同
下
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
第
三
輯
）
、
〔
碁
二
一
〕

二
U
上
1
2
、
二
上
空
一
六
上
9
〔
港
二
二
〕
上
五
四
1
2
下
五
四
6
1
㌢
五
八
㌢
六
〇
2
、
〔
巻
一
五
〕
一
〇
四
2
9
一
〇
五
3
、
一
〇
七
1
1
、

二
U
九
1
〔
竺
六
〕
二
二
1
2
㌢
二
四
1
5
㌢
二
五
3
1
聖
二
六
2
5
2
6
聖
二
七
9
1
2
1
3
〔
巻
二
こ
七
三
下
7
、
七
四
下
冥
八
三
上
3
、
八
五
下

9
、
八
六
下
9
〔
準
≡
〕
二
三
下
㌢
二
六
上
8
、
二
六
上
1
8
2
0
下
1
、
三
1
〒
3
〔
巷
二
三
〕
三
六
3
、
三
七
望
三
八
1
2
、
三
九
2
、
四
〇
望

四
三
4
聖
五
〇
1
⑨
大
坪
併
治
「
小
川
本
原
経
四
分
律
古
点
」
（
訓
点
語
と
訓
点
資
料
算
九
輯
）
乙
⑯
8
、
該
論
文
の
「
六
、
文
法
工
名
詞
」
に
お
い
て
、

特
に
「
モ
ノ
」
に
関
し
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。
④
鈴
木
二
男
「
聖
語
蔵
四
分
律
巻
四
十
六
破
僧
軽
度
古
点
」
（
『
初
期
点
本
論
致
』

所
収
）
三
〇
六
㌢
三
〇
七
3
誓
三
二
ニ
誓
三
六
l
？
㊥
⑨
㊥
⑲
中
田
祝
夫
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
訳
文
篇
』
所
収
、
⑤
〔
巻
七
〕
第
四
之
三
、

二
八
＝
巻
九
〕
第
六
之
二
、
九
二
㊥
〔
巻
四
〕
一
九
七
㊨
〔
彗
≡
二
四
三
、
五
二
U
、
七
八
四
、
八
五
二
、
八
五
三
二
〇
二
八
〔
巻
六
＝
三
、
七

〇
二
九
八
、
三
二
八
、
三
五
三
、
三
七
三
、
三
七
七
、
四
一
九
、
六
八
七
、
九
〇
六
、
九
六
八
⑩
序
品
初
三
九
、
1
五
三
、
四
五
五
、
五
七
三
、
序
品
末

二
九
、
二
五
二
、
三
九
四
、
三
九
六
、
四
二
九
、
七
六
八
、
方
便
品
末
二
三
八
、
二
三
九
、
四
六
九
、
替
喩
品
初
八
八
二
〇
五
、
二
田
六
、
⑥
小
林
芳
規

「
西
大
寺
本
不
空
鋼
索
神
呪
心
経
寛
徳
点
」
（
国
語
学
3
3
輯
）
彗
一
⑦
大
坪
併
給
「
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
古
点
」
（
『
訓
点
資
料
の
研
究
』
所
収
）
〔
六
巻
〕

⑧
l
〔
巻
七
〕
㊥
8
、
⑳
8
。
⑧
築
島
裕
『
詔
大
慈
鳳
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
〔
序
〕
九
、
〔
巻
〓
九
二
二
〇
四
、
≡
八
〔
巻
二
〕

四
五
五
〔
巻
三
〕
四
二
四
〔
巻
五
〕
四
二
二
〔
竺
ハ
〕
七
三
〔
巻
七
〕
二
四
〔
巻
八
〕
二
七
、
三
〇
、
二
U
四
、
二
八
五
〔
巻
九
〕
二
二
、
三
四
、
二
九

九
、
三
〇
三
、
四
三
、
四
五
〇
〔
港
二
〇
〕
≡
二
㊥
大
坪
併
給
「
天
理
大
学
図
書
館
・
国
立
京
都
博
物
館
蔵
南
海
寄
帰
内
法
伝
古
点
」
（
『
訓
点
資
料
の

研
究
』
所
収
）
　
〔
巻
こ
⑩
望
⑱
2
0
　
〔
巻
二
〕
㊤
飢

（
3
）
　
大
坪
併
給
『
訓
点
語
の
研
究
』
所
収
の
「
石
山
寺
本
妙
法
蓮
華
経
玄
賛
古
点
」
参
照
。

（
4
）
　
⑱
鈴
木
二
男
「
興
福
寺
本
往
生
要
集
」
（
『
初
期
点
本
論
致
』
所
収
）
三
≡
6
、
三
六
〇
㌢
三
六
四
1
0
㌢
⑭
法
蔵
館
版
の
複
製
に
拠
る
。
他
に
】

三
二
6
。
⑯
稿
者
の
移
点
ノ
ー
ト
に
拠
る
。
他
に
巻
二
9
、
巻
三
㌢
⑯
勉
誠
社
文
庫
本
に
拠
る
。

（
5
）
　
『
親
鸞
聖
人
其
蹟
集
成
』
に
拠
る
。

「
も
の
な
り
」
表
現
の
系
譜
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

（
6
）
　
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
第
六
輯
』
（
昭
和
五
八
年
五
月
）
所
収
。

（
7
）
　
『
親
鸞
聖
人
裏
蹟
集
成
』
に
拠
る
。

（
8
）
　
『
親
鸞
日
蓮
集
』
（
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
『
日
蓮
』
（
日
本
思
想
大
系
）
に
拠
る
。
雷
蓬
』
（
日
本
の
名
著
8
）
を
参
考
に
し
た
。
引
用
例
以
外
の
所

在
を
記
す
。
〔
関
目
抄
〕
三
四
五
1
9
三
六
四
5
、
三
七
1
8
、
三
九
三
2
〔
顕
詩
法
抄
〕
九
五
3
㌢
九
七
1
1
、
九
八
1
、
八
五
8
、
八
五
1
0

（58・9・12）

（9）（10）

正
成

（12）
（13）

（14）

（
後
記
）

武
石
彰
夫
『
仏
教
歌
謡
』
（
塙
選
書
）
四
〇
頁
。

築
島
　
裕
「
高
山
寺
本
表
白
集
の
研
究
」
（
『
高
山
寺
本
古
往
来
表
白
表
』
所
収
。
九
六
〇
頁
）

武
石
彰
夫
編
著
『
仏
教
歌
謡
集
成
』
に
拠
る
。

『
高
山
寺
本
古
往
来
表
白
集
』
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
）
に
拠
る
。

福
島
邦
這
『
続
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
と
国
語
研
究
』
六
八
頁
以
後
。

注
1
に
同
じ
。

小
林
芳
規
先
生
、
佐
々
木
岐
氏
の
御
教
示
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
し
奉
り
ま
す
。




